
［成果情報名］小明渠浅耕播種機を利用した小麦播種前の圃場処理法

［要約］小麦を水稲のコンバイン収穫跡に浅耕播種する場合には、外周明渠とフレールモ

アによる再生稲処理に加えて、小明渠浅耕処理を組み合わせて実施することで、コンバイ

ン旋回跡の解消や圃場の乾燥につながり、播種作業能率の向上に有効である。
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［背景・ねらい］

稲・麦・大豆の輪作体系における早期水稲跡では再生稲の発生が旺盛であり、小麦播種

時に障害となる場合がある。また、水稲収穫時のコンバイン走行により圃場に凹凸が発生

する。特に枕地部分は、コンバインの旋回による凹凸の発生頻度が高い。再生稲の処理に

は、フレールモアを使用している農家も多いが、処理後に降雨があると圃場の乾燥が進み

にくいといった状況がある。大豆の省力的な播種技術として小明渠作溝同時浅耕播種機（小

明渠浅耕播種機）の普及が始まり、小麦の播種作業への適用も拡大しつつあるが、水稲跡

の浅耕播種作業は圃場条件の影響を受けやすいため、これらの影響を少なくするための播

種前処理法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．小明渠浅耕処理は、水田輪作東海サブチームが開発した小明渠浅耕播種機から施肥播

種部を取り外して、小明渠作溝と同時に浅耕のみを行う作業である（図１）。

２．水稲跡小麦播種前は、水稲代掻き時にできた表層の土壌粒子の細かい層とその上を被

覆した稲藁によって圃場の乾燥が進みにくいため、土壌の表層と稲藁を浅耕攪拌する

と浅耕処理下の未耕部分も藁下の未耕部分（無処理）に比べて水分が低下し圃場が乾

燥しやすくなる（表１、図３）。

３．浅耕するだけでは、その後の降雨によって滞水する危険もあるため小明渠浅耕を行い、

外周明渠につなげておくことで滞水の危険を軽減できる（図１）。

４．小明渠浅耕処理を行う際には、明渠用のディスクをロータリ後部にも装着すると外周

明渠との連結が容易となる。（図１）。

５．小明渠浅耕処理は、作業時間はかかるもののコンバイン収穫時に発生した圃場の凹凸

の解消にもつながる。全面処理でなくとも外周を３回程度行っておくだけでも凹凸発

生頻度の高い枕地部分を処理することになり、処理の境界線が播種スタート位置の決

定や枕地部分の重複回避の目安となるる（図２）。

６．播種前の小明渠浅耕処理は、播種時砕土率の向上や播種作業能率の向上につながる（表

1）。
［成果の活用面・留意点］

１．圃場の乾燥には、本暗渠、弾丸暗渠、基幹明渠等の基本的な排水対策が重要で、これ

らが実施できない場合や、機能不足の場合の補助的な手段である。

２．作業は、再生稲処理、外周明渠、小明渠浅耕処理の順に行うが、再生稲処理は、水稲

の作期が遅い場合や収穫直後に小明渠浅耕処理を行う場合は実施する必要はない。

３．小明渠浅耕処理以降に加えて播種後にも降雨がない場合には乾燥を助長し出芽が遅れ

る場合がある。




